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１．研究計画の概要

本研究の目的は、学校・家庭・地域をつな
ぐ学校ソーシャルワークの機能を活かした
実践力を、現職教員の研修段階において形成
する研修プログラムの開発とその実効性の
検証にある。

２．研究の進捗状況
平成 18 年度は国内の生徒指導関連、教育

相談関連の研修実態（大学や教委での開催）
とカナダでのトロント市教育委員会調査を
主体に、19 年度はアメリカと日本との研修上
の比較、20 年度は国内の自治体・教育委員会
の実践状況の調査を中心に、教員並びに社会
福祉専門職との連携に軸をおいたプログラ
ムの実際的モデルを作成してきた。

３．現在までの達成度
①当初の計画以上に進展している。
主に、学校と医療、福祉、保健、司法等の

諸関係機関と連携協働する教師自身の力量
形成、及び、不登校や発達障害、児童虐待・
ネグレクトなどの問題解決に関わるチーム
ワークづくりやコーディネーターとしての
実践力形成に関するプログラム開発をおこ
なってきた。あわせて、研修のための諸ツー
ル（アセスメントシートや教材等）の開発を
おこなってきた。

４．今後の研究の推進方策
21 年度は、主に『教師のための学校ソーシ

ャルワーク実践ハンドブック』の執筆作成と
そのプログラムによる研修会の開催、エビデ
ンスをもとに、成果物の刊行をおこなう。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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